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青
ヶ
島
は
東
京
か
ら
南
へ
３
５
８
㎞
、
八
丈
島

か
ら
68
㎞
、
黒
潮
の
中
に
浮
か
ぶ
伊
豆
諸
島

最
南
端
の
島
で
あ
る
。
楕
円
形
を
し
た
面
積
約
６

㎢ 

の
島
は
、
基
底
15
㎞
×
８
㎞
、
海
底
か
ら
の
比

高
が
１
１
０
０
ｍ
と
い
う
海
底
火
山
の
頂
上
部
に

あ
た
る
。

有
史
以
降
、
青
ヶ
島
で
は
18
世
紀
に
活
発
な
火

山
活
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
１
７
８
３
年
の
マ

グ
マ
噴
火
で
は
、
島
の
中
央
の
池
の
沢
火
口
内
に

複
数
の
火
口
が
形
成
さ
れ
、
最
大
２
ｍ
の
噴
石
が

島
中
に
降
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
島
内
の
61
戸
が

焼
失
、
７
名
の
死
者
が
で
た
。
１
７
８
５
年
に
発

生
し
た
マ
グ
マ
噴
火
で
は
、
噴
石
や
泥
土
が
噴
出
、

当
時
３
２
７
名
の
居
住
者
の
う
ち
、
１
３
０
〜

１
４
０
名
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
生

き
残
っ
た
島
民
は
八
丈
島
に
避
難
し
、
以
降
、
青
ヶ

島
は
約
50
年
間
、
無
人
島
と
な
っ
た
。

１
８
３
２
年
に
島
民
が
戻
っ
た
時
の
人
口
は
約

２
４
０
名
。
１
８
８
１
年
に
最
大
人
口
７
５
４
名

を
記
録
し
た
。
青
ヶ
島
村
に
よ
る
と
、
現
在
の
人

口
は
１
５
９
名
と
な
っ
て
い
る
。

青
ヶ
島
へ
は
八
丈
島
か
ら
船
で
約
２
時
間
30

分
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
う
と
約
20
分
で
着
く
こ

と
が
で
き
る
。
か
つ
て
活
発
な
火
山
活
動
が
あ
っ

た
池
之
沢
地
区
で
は
、
火
の
際
（
ヒ
ノ
キ
ワ
）
が

語
源
と
な
っ
て
い
る
「
ひ
ん
ぎ
ゃ
」
と
呼
ば
れ
る
、

水
蒸
気
の
噴
出
す
る
穴
が
無
数
に
見
ら
れ
る
。
ひ

ん
ぎ
ゃ
の
熱
を
利
用
し
た
サ
ウ
ナ
が
開
設
さ
れ
て

お
り
、
観
光
客
や
島
民
が
親
交
を
深
め
る
場
と

な
っ
て
い
る
。

黒潮に浮かぶ島

青ヶ島全景（海上保安庁撮影）

青ヶ島
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により噴火予報 （活火山であることに留意）が発表中である（平成 28 年
8 月 31 日現在）。

青ヶ島
あおがしま

Vol. 39

東京都
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は
じ
め
に

「
第
１
回
防
災
推
進
国
民
大
会
（
以
下
、

「
防ぼ
う

災さ
い

国こ
く

大た
い

」
と
い
う
。）」
が
８
月
27
日

（
土
）、28
日（
日
）に
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
第
１
回
防
災
推
進

国
民
大
会
実
行
委
員
会
（
内
閣
府
、
防

災
推
進
協
議
会
、
防
災
推
進
国
民
会
議
）

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、

同
大
会
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

目
的気

候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
や

経
済
社
会
の
高
度
化
が
進
む
中
で
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、

国
民
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む
「
自

助
」、
そ
し
て
、
地
域
、
学
校
、
企
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
互
い
に
助
け
合

う
「
共
助
」
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。「
自
助
・
共
助
」
の
取
組
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
の

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
学

び
、
様
々
な
主
体
が
お
互
い
の
意
識
や

経
験
を
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

防ぼ
う

災さ
い

国こ
く

大た
い

は
、「
自
助
・
共
助
」
の
取
組

に
つ
い
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
一

般
の
方
か
ら
防
災
の
専
門
家
ま
で
幅
広

い
人
々
が
学
び
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
昨
年
３
月
の

第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
に
て
採
択
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さ
れ
た
『
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

−

２
０
３
０
』
に
お
い
て
も
、「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
責
任
を
共
有
」
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
国
体
の
主
催
者
の
一
つ
で
あ
る
『
防

災
推
進
国
民
会
議
』
は
、こ
れ
を
受
け
て
、

中
央
防
災
会
議
会
長
で
あ
る
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
昨
年

９
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
会

議
は
、
学
術
界
、
教
育
界
、
産
業
界
、

医
療
・
福
祉
界
等
の
各
界
各
層
の
代
表

者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
構
成
団
体
が
連

携
し
て
国
民
の
防
災
意
識
の
向
上
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開
催
概
要

防ぼ
う

災さ
い

国こ
く

大た
い

は
「
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
～
過
去
に
学
び
未
来
を
拓
く
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
多
様
な
主
体
の
参
画
と
連

携
を
具
現
化
す
る
た
め
、
家
族
連
れ
か

ら
防
災
の
専
門
家
ま
で
幅
広
い
人
々
が

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
よ
う
、

各
出
展
団
体
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い http://bosai-kokutai.jp/

）

こ
こ
で
そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

メ
イ
ン
会
場
（
安
田
講
堂
）

27
日
10
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、

冒
頭
松
本
純
防
災
担
当
大
臣
が
開
会
宣

言
を
行
い
、「
お
集
ま
り
の
皆
様
は
、「
自

助
・
共
助
」
の
主
役
で
す
。
日
頃
か
ら

防
災
に
取
り
組
む
皆
様
が
、
こ
こ
、
東

京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
堂
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
お
互
い
に

学
び
、
経
験
を
共
有
し
合
う
こ
と
を
通

じ
て
、
よ
り
連
携
を
深
化
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
、「
自
助
・

共
助
」
の
重
要
性
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
強

調
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
引
き
続
き
、
日
本
学
術
会

議
の
大
西
隆
会
長
が
今
大
会
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
」
に

つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
、

経
済
界
、
教
育
界
等
の
各
界
の
代
表
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
市
民
セ
ク

タ
ー
、
企
業
連
携
等
の
分
野
別
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
各
界

の
代
表
者
か
ら
は
、
他
団
体
・
他
機
関

と
の
広
域
的
な
連
携
の
必
要
性
や
、
平

時
か
ら
の
連
携
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

各
会
場

山
上
会
館
を
中
心
に
、
長
周
期
地
震

動
な
ど
の
リ
ア
ル
な
地
震
の
揺
れ
を
実

体
験
で
き
る
『
地
震
ザ
ブ
ト
ン
』
や
台

風
を
疑
似
体
験
で
き
る
『H

ヘ

ラ

セ

オ

ン

ERASEO
N

』、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
身
近
な
も
の
を
用

い
て
様
々
な
自
然
災
害
の
現
象
を
説
明

す
る
『
Ｄ
ｒ
．
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
防

災
科
学
実
験
シ
ョ
ー
』
な
ど
、
多
く
の

子
供
向
け
の
出
展
も
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
他
各
会
場
に
お
い
て
、
最
近
の

災
害
を
含
む
研
究
の
最
前
線
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
『
東
北
か
ら

の
災
害
研
究
の
発
信
』
な
ど
の
学
術
関

係
者
に
よ
る
専
門
的
な
講
演
や
、『
地
区

防
災
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
』、『〝
官
民
連

携
〟
で
考
え
る
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ

く
り
』
な
ど
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
防
災
専
門
家
同
士
に
よ
る
デ
ィ

開会式で開会宣言を行う松本防災担当大臣防災実践者による分野別ディスカッションの様子

『第 1回防災推進国民大会』開催概要
テーマ 大規模災害への備え～過去に学び未来を拓く～

日時 平成 28 年 8月 27 日（土）～ 28 日（日）

場所
東京大学　本郷キャンパス
（安田講堂、山上会館、小柴ホール、　理学部 1号館、4号館）

主催
第 1回防災推進国民大会実行委員会
（内閣府、防災推進協議会、防災推進国民会議）

催事数 82 催事（61 団体）

来場者数 約 1万 2千人（27 日（土）：約 7千人、28 日（日）：約 5千人）
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ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

方
法
や
救
急
法
の
基
礎
知
識
を
習
得
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
団
体
の
防

災
へ
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や

動
画
の
展
示
な
ど
、
各
出
展
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
様
々
な
催
事

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
つ
い
て
、
熊
本
県
に
よ
る
く
ま

モ
ン
登
場
や
熊
本
地
震
に
関
す
る
展
示
、

学
術
関
係
者
に
よ
る
同
地
震
の
被
害
・

復
旧
・
復
興
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告

な
ど
、
関
連
し
た
出
展
も
複
数
あ
り
ま

し
た
。

効
果大

会
期
間
中
に
、
来
場
者
約
１
万
２

千
人
、
動
画
の
生
中
継
の
閲
覧
者
約
１

万
２
千
人
、
ま
た
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道

で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
た
め
、
多
く
の

人
々
に
訴
求
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
来
場
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
95
％
の
人
が
来
場
に
よ
り
防
災

意
識
が
向
上
し
た
と
答
え
て
お
り
、
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
来
場
者
の
約
半
数
が
防
災

関
係
者
以
外
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

も
多
く
、「
今
後
、
地
域
の
防
災
訓
練
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。」
と
の

意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
方
、
出
展
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
回
答
し
た
全
団
体
が
次
回
も
出

展
し
た
い
と
答
え
、
ま
た
、「
他
の
出
展

団
体
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
有
意
義
で
あ
っ
た
。」
な
ど
、
各
団
体

間
の
連
携
と
い
う
点
で
も
大
変
有
効
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
回
大
会
に
向
け
て

第
２
回
防ぼ
う

災さ
い

国こ
く

大た
い

は
、
平
成
29
年
11

月
26
日
（
日
）、
27
日
（
月
）
に
仙
台
国

際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
年
の
成
果
を
踏
ま
え
、
連
携
の
取
組

を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

参
考安

田
講
堂
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
画
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
で
使
用
し
た

資
料
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
防
災
ジ
ャ
パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://bosaijapan.jp/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
当
日
の
模
様

に
つ
い
て
『
防
災
推
進
国
民
大
会
レ
ポ
ー

ト
』
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
防
災
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
Ｂ

Ｊ
）
と
は

　

２
０
１
５
年
３
月
13
日
に
、
防
災

の
担
い
手
、
支
え
手
の
方
の
活
動

を
応
援
す
る
、「
ま
な
べ
る 

い
か
せ

る 

つ
な
が
れ
る
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン

基
地
」
と
し
て
公
開
。

　

以
降
、
防
災
情
報
の
ニ
ュ
ー
ス
の

更
新
、
活
動
に
役
立
て
る
ア
イ
デ

ア
情
報
や
資
料
の
格
納
な
ど
を
継

続
的
に
行
い
、
多
発
す
る
自
然
災

害
に
対
処
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
命
を
失
わ
な
い
た
め
の
防
災
・

減
災
に
役
立
つ
情
報
発
信
を
日
々

続
け
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://bosaijapan.jp/

〈
内
閣
府（
防
災
担
当
）普
及
啓
発
・
連
携
担
当
〉

会場の様子（山上会館大会議室）

　　　　　　　　　　　　　くまモン出演 ©2010 熊本県くまモン 地震を実体験できる『地震ザブトン』
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ア ン ケ ー ト 結 果

7

■来場者の属性

来場者アンケート

出展者アンケート

■�「大会に来られてあなたの防災意識は向上しましたか」という問いに対する回答

■�「第１回防災国大に参加した感想は」という問いに対する回答

回答者数……442 人　　　回答者像……男性 73％、女性 27％　　　防災関係の職業 49％、それ以外 51％

主な意見
・継続して開催してほしい。
・多才な内容で、ワークショップや体験型の教室もありよかった。
・今後、地域の防災訓練などにも積極的に参加したい。
・興味のあるイベントが多かったが、複数会場で同時進行のため参

加可能なイベントが限られた。

主な意見
・様々な分野の人々、一般参加者と交流でき、有意義であった。
・各団体の取組みを知ることができ、新鮮な刺激を受けた。
・各団体の努力、工夫が見られ、今後の活動の参考となった。
・会場が分散していた。

‐40.0% ‐30.0% ‐20.0% ‐

20%10%0%0%10%20%30%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

防災関係者 男性 女性
‐40.0% ‐30.0% ‐20.0% ‐

20%10%0%0%10%20%30%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

防災関係者以外 男性 女性

Ａ.向上した
54%

Ｂ.少し向上した
41%

Ｃ.あまり向上
　 しなかった
　  4%

Ｄ.向上しなかった
1%

①とても
　良かった

②良かった

③普通

④今一つ

⑤悪かった

21%

41%

24%

11%

3%

95%が防災意識が向上したと回答

60%以上が良かったと回答
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防
災
気
象
情
報
の
活
用

今
年
は
勢
力
の
強
い
台
風
が
次
々
と

発
生
し
、
例
年
よ
り
多
く
日
本
に
上
陸

し
ま
し
た
。
ま
た
激
し
い
雨
が
数
時
間

に
わ
た
っ
て
降
り
続
き
、
狭
い
地
域
に

短
時
間
で
数
百
ミ
リ
の
総
雨
量
と
な
る

集
中
豪
雨
が
起
き
る
な
ど
、
全
国
的
に

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど

に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

気
象
庁
は
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
て

注
意
や
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
関
係

行
政
機
関
を
は
じ
め
都
道
府
県
や
市
町

村
へ
伝
達
さ
れ
て
防
災
活
動
等
に
利
用

さ
れ
る
ほ
か
、
市
町
村
や
報
道
機
関
を

通
じ
て
地
域
住
民
へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
情
報
を
正
し
く
つ

か
み
、
適
切
な
行
動
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

大
雨
に
関
す
る
主
な

　
　
　
防
災
気
象
情
報

注
意
報
・
警
報

気
象
庁
は
、
大
雨
、
洪
水
、
強
風
、

高
潮
な
ど
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
「
注
意
報
」
を
、

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
と
き
は
「
警
報
」
を
発
表
し
て
注
意

や
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

警
報
・
注
意
報
は
、
大
雨
や
洪
水
な
ど
、

予
想
さ
れ
る
現
象
が
起
こ
る
３
〜
６
時

間
前
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
短
時
間
の
強
い
雨
に
関
す
る

大
雨
警
報
・
注
意
報
や
洪
水
警
報
・
注

意
報
に
つ
い
て
は
２
〜
３
時
間
前
に
発

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
警
報

「
東
日
本
大
震
災
」
に
お
け
る
大
津
波

や
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
１
０
０
人
近
い
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」

な
ど
、「
警
報
」
の
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
数
十
年
に
一
度
の
、
大
雨
、

津
波
、
噴
火
な
ど
の
大
災
害
が
起
こ
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
す
る
も
の

で
す
。
市
町
村
か
ら
住
民
の
方
々
に
対

し
最
大
限
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
確
実
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

「
警
報
」
の
発
表
基
準
よ
り
も
は
る
か

に
危
険
度
が
高
い
場
合
に
、「
大
雨
特
別

警
報
」、「
暴
風
特
別
警
報
」の
よ
う
に「
○

○
特
別
警
報
」
と
い
っ
た
名
称
で
発
表

し
ま
す
。
た
だ
し
、「
洪
水
」
を
対
象
と

し
た
特
別
警
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
定

河
川
洪
水
予
報
の
発
表
や
水
位
情
報
の

周
知
に
よ
り
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
震
・
津
波
・
噴
火
に
関

8

特集
命を守る 
防災情報

毎年、初夏から秋にかけては、大雨や洪水などの自然災害が非常に多く発生します。気象庁、自
治体などが発表する防災情報を活用し、早めの防災行動をとりましょう。

台風第 10 号で大きな被害を受けた
岩手県岩泉町

（写真：日刊スポーツ / アフロ）
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し
て
は
、「
○
○
特
別
警
報
」
と
い
う
名
称
で

は
な
く
、「
緊
急
地
震
速
報
」「
大
津
波
警
報
」

「
噴
火
警
報
（
居
住
地
域
）」
と
い
う
名
称
で

発
表
し
ま
す
。

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
は
大
雨
警
報
が

発
令
中
に
、
数
年
に
一
度
程
度
し
か
発
生
し

な
い
よ
う
な
短
時
間
の
大
雨
を
、
雨
量
計
で

観
測
し
た
り
、
雨
量
計
と
気
象
デ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
て
解
析
し
た
り
し
た
と
き
に
、
各

地
の
気
象
台
が
府
県
気
象
情
報
の
一
つ
と
し

て
発
表
し
ま
す
。
そ
の
基
準
は
、
１
時
間
雨

量
歴
代
１
位
ま
た
は
２
位
の
記
録
を
参
考
に
、

概
ね
府
県
予
報
区
ご
と
に
決
め
て
い
ま
す
。

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
の
発
表
基
準
は

各
気
象
台
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
概
ね

１
時
間
あ
た
り
の
雨
量
が
80
〜
１
２
０
ミ
リ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
警
報
（
土

砂
災
害
）
が
発
令
中
に
、
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
き
に
、
市
町

村
長
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判

断
や
、
住
民
の
自
主
避
難
の
判
断
の
参
考
と

な
る
よ
う
、
都
道
府
県
と
気
象
庁
が
共
同
で

発
表
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
と
気
象
庁
は
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
基
準
を
、
過
去

の
土
砂
災
害
発
生
・
非
発
生
時
の
雨
量
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
地
域
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
気
象
庁
の
解
析
雨
量
な
ど
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
監
視
し
、
避
難
に
必
要
な
時
間
を
考

慮
し
て
、
２
〜
３
時
間
後
に
、
発
表
基
準
線

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警
報
（
土
砂

災
害
）
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
土
砂
災

害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報(http://w

w
w
.

jm
a.go.jp/jp/dosham

esh/)

に
よ
り
、
対

象
市
町
村
内
で
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が

高
ま
っ
て
い
る
詳
細
な
地
域
を
把
握
で
き
ま

す
。

指
定
河
川
洪
水
予
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
は
河
川
の
増
水
や
は

ん
濫
な
ど
に
対
す
る
水
防
活
動
の
判
断
や
住

民
の
避
難
行
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
、
気

象
庁
が
国
土
交
通
省
ま
た
は
都
道
府
県
の
機

関
と
共
同
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
河

川
に
つ
い
て
、
区
間
を
決
め
て
水
位
ま
た
は

流
量
を
示
し
た
洪
水
の
予
報
で
す
。

指
定
河
川
洪
水
予
報
の
標
題
に
は
、
は
ん

濫
注
意
情
報
、
は
ん
濫
警
戒
情
報
、
は
ん
濫

危
険
情
報
、
は
ん
濫
発
生
情
報
の
４
つ
が
あ

り
、
河
川
名
を
付
し
て
「
○
○
川
は
ん
濫
注

意
情
報
」「
△
△
川
は
ん
濫
警
戒
情
報
」
の
よ

う
に
発
表
し
ま
す
（
図
２
）。

避
難
情
報
に
注
意

各
自
治
体
は
、
気
象
庁
か
ら
の
情
報
を
踏

ま
え
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
、
住
民
に
向
け
た
避
難
情
報
を

発
令
し
ま
す
。
避
難
情
報
は
市
町
村
に
あ
る

出典：政府広報オンライン

9

図 1　大雨に関する注意報・警報・特別警報の時間的推移のイメージ『特別警報』イメージ

大雨

数十年に一度の大雨となる
おそれが大きいときに発表

噴火

居住地域に影響が及ぶ噴石や
火砕流のおそれが大きい時に発表

津波

内陸まで影響が及ぶ大津波の
おそれが大きいときに発表

報
意
注

報
警

報
警
別
特

報
予

報
警

報
警
別
特

量
水
降

時間

警報を発表

その後も降り続き、
降水量が警報基準を
大きく超えるような
大雨続

継
が
雨
大

化
発
活
の
動
活
火
噴

さ
高
の
波
津

さ
高
の
波
津

3m超

1～3m

活火山である
ことに留意

入山規制等

避　難　等

特別警報に相当する大雨の例
・平成24年7月九州北部豪雨
・平成23年台風第12号による豪雨
・平成23年台風第15号による豪雨

特別警報に相当する噴火の例
・三宅島（平成12年）
・有珠山（平成12年）
・雲仙岳（平成3年）

特別警報に相当する津波の
原因となった地震の例
・東北地方太平洋沖地震
（平成23年）16.7m※痕跡高
・北海道南西沖地震
（平成5年）29m※遡上高
・日本海中部地震
（昭和58年）6.6m※遡上高



ぼ う さ い      平 成 2 8 年 秋 号  （第 84 号）

防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
な
ど
の
ほ

か
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
報
道

機
関
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
携
帯
電

話
事
業
者
を
介
し
て
緊
急
速
報
メ
ー

ル
に
よ
り
携
帯
電
話
へ
直
接
配
信
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
大

雨
の
時
は
、
自
宅
や
学
校
・
職
場
な

ど
の
あ
る
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
に
は
３
つ
の
種
類
が
あ

り
、「
避
難
準
備
情
報
」、「
避
難
勧
告
」、

「
避
難
指
示
」
の
順
に
緊
迫
度
が
高
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
こ

の
順
番
で
発
表
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
（
図
３
）。

早
め
の
避
難
の
た
め
に

自
治
体
か
ら
避
難
情
報
が
発
令
し

た
と
き
に
、
慌
て
ず
に
避
難
す
る
た

め
に
は
、
自
宅
や
学
校
・
職
場
な
ど

の
あ
る
市
町
村
が
作
成
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、
ど
の
よ
う

な
危
険
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
、
命

に
危
険
が
及
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
や
エ
リ

ア
に
つ
い
て
事
前
に
把
握
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
地
震
や
津
波
、
台
風
や
集
中
豪

雨
に
よ
る
洪
水
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
、

火
山
の
噴
火
な
ど
、
自
然
災
害
に
お

け
る
被
害
発
生
状
況
を
予
測
し
、
地

図
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
す
。

避難勧告や避難指示を発令することが
予想される場合

避難準備情報
□いつでも避難ができるよう準備をしま
しょう。身の危険を感じる人は、避難を
開始しましょう。

□避難に時間を要する人（ご高齢の方、障
害のある方、乳幼児をお連れの方等）は
避難を開始しましょう。

災害による被害が予想され、人的被害
が発生する可能性が高まった場合

避難勧告
□避難場所へ避難をしましょう。

□地下空間にいる人は、速やかに安全な場
所に避難をしましょう。

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、
人的被害の危険性が非常に高まった場合

避難指示
□まだ避難していない場合は、直ちにその
場から避難をしましょう。

□外出することでかえって命に危険が及ぶ
ような状況では、自宅内のより安全な場
所に避難をしましょう。

出典：内閣府

図 3　避難情報の種類と発令された場合にとるべき行動
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〇〇川はん濫注意情報
（洪水注意報）

洪水予報の標題（種類）

〇〇川はん濫発生情報
（洪水警報）

〇〇川はん濫危険情報
（洪水警報）

〇〇川はん濫警戒情報
（洪水警報）

発表基準

はん濫の発生（レベル5）
（はん濫水の予報）

はん濫危険水位（レベル4）に到達

一定時間後にはん濫危険水位（レベル4）に到達が見込まれる場合、あるいは避難判断
水位（レベル3）に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合

はん濫注意水位（レベル2）に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合

市町村・住民に求める行動の段階

はん濫水への警戒を求める段階

いつはん濫してもおかしくない
状態
避難等のはん濫発生に対する
対応を求める段階

避難準備などのはん濫発生に対
する警戒を求める段階

はん濫の発生に対する注意を求
める段階

水位

時間の流れ

一定時間後に
はん濫危険水位
到達を予測

はん濫
危険水位を
超えた場合

はん濫が
発生した
場合

はん濫危険水位（レベル4）

避難判断水位（レベル3）

はん濫注意水位（レベル2）

洪水注意報 洪水注意報洪水警報

は
ん
濫
注
意
情
報

は
ん
濫
警
戒
情
報

は
ん
濫
警
戒
情
報

は
ん
濫
警
戒
情
報

は
ん
濫
危
険
情
報

は
ん
濫
発
生
情
報

は
ん
濫
危
険
情
報

は
ん
濫
注
意
情
報
解
除

（
警
戒
情
報
解
除
）

は
ん
濫
注
意
情
報

出典：気象庁

図 2　指定河川洪水予報の発表基準と発表された場合にとるべき対応
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場

合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
」、

家
屋
の
倒
壊
・
流
失
を
も
た
ら
す
よ
う
な
堤
防
決

壊
に
伴
う
激
し
い
氾
濫
流
や
河
岸
侵
食
が
発
生
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
「
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定

区
域
」、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
」、「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
」
な
ど
の
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
国
土
交
通
省
の
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」(http://disaportal.gsi.go.jp/)

で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、
全
国
の
市
町
村
が
作

成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
地
図
や
災
害
種
別
か

ら
検
索
で
き
る
「
わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
、

各
種
ハ
ザ
ー
ド
情
報
と
、
道
路
冠
水
想
定
箇
所
な

ど
の
情
報
を
、
一
枚
の
地
図
上
で
重
ね
て
閲
覧
で

き
る
「
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
身
の
回
り
で
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
り
え

る
の
か
、
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

避
難
す
る
時
の
注
意

自
治
体
か
ら
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、

あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
小
中
学

校
の
体
育
館
や
公
民
館
と
い
っ
た
指
定
緊
急
避
難

場
所
に
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
の
場
合
は
、
雨
量
基
準
の
超
過
や
土
砂
崩
れ

の
発
生
等
に
よ
り
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
り
、

安
全
な
避
難
所
に
避
難
で
き
な
い
状
況
に
陥
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

避
難
す
る
際
に
は
、
必
ず
靴
を
履
き
ま
す
。
た

だ
し
、
長
靴
は
危
険
な
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
持
ち
物
は
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
る
な
ど

し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
両
手
が
使
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
万
一
水
の
中
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
は
、
側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
に
は
ま
ら

な
い
よ
う
、
長
い
棒
で
確
認
し
な
が
ら
足
元
に
十

分
注
意
し
て
歩
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
道
路
に
水
が
流
れ
て
い
る
状
況
下
で

は
、
避
難
所
ま
で
徒
歩
で
避
難
す
る
こ
と
は
大
き

な
危
険
を
伴
い
ま
す
。
強
風
や
、
水
の
深
さ
が
ひ

ざ
上
ま
で
あ
る
時
な
ど
は
、
無
理
を
し
て
避
難
所

に
行
く
の
で
は
な
く
、
近
隣
の
頑
丈
な
建
物
の
２

階
以
上
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
自
宅
の
２
階
以

上
に
避
難
す
る
方
が
相
対
的
に
安
全
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
ず
は
「
自
助
」
を
大
切
に

命
を
守
る
た
め
に
取
る
べ
き
避
難
行
動
は
災
害

の
種
類
や
切
迫
性
な
ど
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
身
の
回
り
に
起
こ
っ
て
い
る
状
況

に
留
意
し
て
、
そ
の
時
点
で
最
も
安
全
な
行
動
は

何
か
を
自
身
で
考
え
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
公
的
機
関
か
ら
の
避
難
指
示
が
出
て
い
な
く

て
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
自
分
の
判
断
で
早
め
に

避
難
す
る
な
ど
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
「
自

助
」の
精
神
が
大
切
で
す
。
自
分
が
無
事
で
あ
れ
ば
、

身
近
な
人
を
助
け
る
「
共
助
」
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

早
期
の
避
難
行
動
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
防
災

情
報
が
出
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
避
難
行
動
を

と
る
べ
き
か
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
（
図
４
）。

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
普
及
啓
発
・
連
携
担
当
〉

主な災害と防災気象情報
（  ：生命に危険が及ぶ区域）

土砂災害 水害（例：洪水予報河川） 高潮災害

大雨警報（土砂災害）、土砂災
害警戒情報 指定河川洪水予報 高潮警報、暴風警報等

市町村や当該区域の住民の対応例
（  ：避難勧告等の対象区域）

大雨注意報 はん濫注意情報 高潮注意報
［市町村］連絡要員を配置、避難準備情報の発令

を判断できる体制
［住　民］警報等の発表に注意

大雨警報（土砂災害） はん濫警戒情報 高潮注意報
（高潮警戒への切り替えに言及）

［市町村］避難準備情報を発令 
避難勧告の発令を判断できる体制

［住　民］避難準備（災害時要配慮者は避難）

土砂災害警戒情報 はん濫危険情報 暴風警報又は高潮警報
［市町村］避難勧告を発令 

災害対策本部設置
［住　民］避難

土砂災害警戒情報※ 1 （越水・溢水のおそれがあるとき） （危険潮位を超えたとき）
［市町村］避難指示を発令
［住　民］避難を完了

 （まだ避難していない場合は避難。大雨
や暴風のために屋外を移動すると命に
危険が及ぶ場合は屋内安全確保。）

（土砂災害が発生したとき） はん濫発生情報 （異常な越流が発生したとき）

※ 1　土砂災害警戒判定メッシュ情報において「実況で土砂災害警戒情報の基準に到達」した場合

出典：気象庁
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図 4　気象警報などが発表された際にとるべき行動

土砂災害警戒判定メッシュ情報
で危険度が高まっているメッ
シュ内の土砂災害警戒区域等

洪水ハザードマップの 
浸水想定区域

高潮警報等に記載された予想最
高潮位に応じた浸水想定区域
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８
月
に
相
次
い
で
発
生
し
た
台
風
第
７

号
、
第
11
号
、
第
９
号
は
、
そ
れ
ぞ

れ
８
月
17
日
、
21
日
、
23
日
に
北
海

道
に
上
陸
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
第
10
号
は
、

８
月
30
日
に
暴
風
域
を
伴
っ
た
ま
ま
岩
手
県
に
上

陸
し
、
東
北
地
方
を
通
過
し
て
日
本
海
に
抜
け
ま

し
た
。
一
連
の
台
風
や
前
線
の
影
響
で
、
北
海
道

で
16
日
か
ら
31
日
ま
で
の
総
雨
量
が
８
０
０
ミ
リ

を
超
え
る
地
点
が
あ
る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。

北
海
道
に
台
風
が
３
つ
上
陸
し
た
こ
と
、
東
北

地
方
太
平
洋
側
に
台
風
が
上
陸
し
た
こ
と
は
、
気

象
庁
が
１
９
５
１
年
に
統
計
を
開
始
し
て
以
来
で

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

被
害
状
況

一
連
の
台
風
に
よ
り
、
北
海
道
、
岩
手
県
を
中

心
に
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
台
風
第
10
号
で
は
、
岩
手
県
岩
泉
町
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
入
所
者
９
名
が
亡
く
な
る
な

ど
、
北
海
道
及
び
岩
手
県
を
中
心
に
、
死
者
24
名
、

行
方
不
明
者
５
名
等
の
人
的
被
害
の
ほ
か
、
住
家

の
全
半
壊
や
床
上
床
下
浸
水
、
道
路
や
電
気
・
水

道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
農
地
や
農
林
水
産
業
の

施
設
、
収
穫
間
近
で
あ
っ
た
農
作
物
等
に
も
大
き

な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
手
県
の
久

慈
市
、
岩
泉
町
で
は
、
河
川
の
は
ん
濫
や
土
砂
崩

落
な
ど
に
よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
多
く
の
地
域

が
孤
立
し
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

政
府
で
は
、
災
害
へ
の
警
戒
態
勢
を
確
保
す
る

た
め
台
風
上
陸
前
か
ら
関
係
省
庁
災
害
警
戒
会
議

を
開
催
す
る
と
も
に
、内
閣
府
の
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
を
通
じ
て
国
民
の
皆
様
に
対
し
、
災
害
か
ら
自

ら
の
身
を
守
る
た
め
早
め
の
積
極
的
な
避
難
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
発
災
直
後
に
は
、
総
理

か
ら
の
指
示
を
踏
ま
え
、
直
ち
に
関
係
省
庁
の
局

長
級
会
議
や
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
北
海
道
、
岩

手
県
に
政
府
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

孤
立
が
多
数
の
地
域
で
発
生
し
て
い
た
岩
手
県
に

政
府
現
地
連
絡
調
整
室
を
設
置
し
、
被
災
自
治
体

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
人
命
の
救
命
・
救

助
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援
や
速
や
か
な
復
旧
に

向
け
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

支
援
策

被
災
地
の
復
旧
に
向
け
て
、
政
府
は
、
９
月
16

日
に
北
海
道
や
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
８
月
後
半
の
台
風
に
よ
る
災
害
を
「
一
連

の
災
害
」
と
し
て
激
甚
災
害
に
指
定
し
、
公
共
土

木
施
設
や
農
地
及
び
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施
設

等
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
特
別
措
置
等
を
講
じ

て
い
ま
す
。

（
平
成
28
年
10
月
19
日
現
在
）

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
災
害
緊
急
事
態
対
処
担
当
〉

12

防災の動き
Disaster Management News

平成28年　 
今夏の一連の台風について

岩手県岩泉町のグループホームの被害状況

岩手県久慈市における浸水被害状況

松本防災担当大臣と岩手県知事との意見交換 
（岩手県庁内）

北海道新得町における鉄道被害の状況
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避
難
所
は
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
、
多
数
の
被
災
者
が
避
難
生

活
を
送
る
場
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
被
災
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
観
点

か
ら
適
切
な
避
難
所
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
内

閣
府
防
災
担
当
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に
「
避
難

所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・

運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
３
つ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
ま
し
た
。

「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
災
害
対

応
の
各
段
階
（
準
備
、
初
動
、
応
急
、
復
旧
）
に

お
い
て
、
平
時
か
ら
の
庁
内
外
の
連
携
協
働
体
制

の
確
立
や
避
難
者
の
健
康
の
維
持
と
い
う
観
点
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、ト
イ
レ
、寝
床
、入
浴
、ペ
ッ

ト
な
ど
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
細
か
な
対
応
業
務
な
ど

も
明
示
し
て
、
実
施
す
べ
き
19
の
業
務
を
具
体
的

な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
整
理
し
て
い
ま
す
。
今
般

の
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や
畳
等
の
整
備
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
の
た
め
の
間
仕
切
り
用
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
設
置
、
冷
暖
房
機
器
、
仮
設
洗
濯
場
、

簡
易
シ
ャ
ワ
ー
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
等
を
進
め

る
よ
う
被
災
自
治
体
に
通
知
し
、
段
階
的
な
が
ら

整
備
が
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
区
町
村

に
お
い
て
、
災
害
時
に
避
難
所
運
営
を
お
こ
な
う

こ
と
を
見
据
え
て
、
平
時
か
ら
積
極
的
に
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
特
に
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
の
た

め
、
平
時
か
ら
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
重
視
す
る

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
考
慮
し
、

要
配
慮
者
の
支
援
体
制
の
確
保
、
移
送
手
段
の
確

保
、
避
難
者
を
適
切
な
避
難
所
に
誘
導
す
る
た
め

の
工
夫
等
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
災
害
時
に
ト
イ
レ
が
不
衛
生

で
あ
る
た
め
に
不
快
な
思
い
を
す
る
被
災
者
が
増

え
、
ト
イ
レ
の
使
用
を
た
め
ら
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
排
せ
つ
を
我
慢
し
て
水
分
や
食
品
の
摂

取
を
控
え
る
こ
と
で
、
健
康
の
悪
化
や
、
最
悪
の

場
合
は
生
命
の
危
機
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ト
イ
レ
の
確
保
や
管
理
が
重
大
な
事

柄
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
中
で
は
特
に
、
過
去
の
災
害
の
事
例
や

国
内
外
の
基
準
を
踏
ま
え
、
避
難
者
約
50
人
当
た

り
１
基
を
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
目
安
と
し
て
示

し
、
各
種
災
害
用
ト
イ
レ
の
組
み
合
わ
せ
例
や
、

計
画
的
に
ト
イ
レ
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
数
の

見
積
も
り
ツ
ー
ル
を
提
示
す
る
な
ど
、
各
自
治
体

に
お
け
る
避
難
所
設
置
の
際
の
具
体
的
な
目
安
に

な
る
よ
う
、
そ
の
取
組
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
般

の
熊
本
地
震
に
お
い
て
避
難
所
運
営
を
担
当
さ
れ

た
職
員
等
か
ら
も
、
高
齢
者
が
和
式
ト
イ
レ
を
使

用
で
き
な
か
っ
た
、
男
女
別
の
ト
イ
レ
の
配
慮
が

必
要
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
が
発
生
し
て
清
掃
や
消

毒
方
法
に
苦
慮
し
た
、
な
ど
の
様
々
な
課
題
や
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
避
難
生
活
に
お
け

る
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
強
い
問
題
意
識

を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
課
題
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
内
閣
府
防
災
担
当
で
は
避
難

所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
平
時
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
災
害
の
発
生
に
備
え
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
被
災
者
行
政
担
当
〉
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避難所運営等に関する 
各種ガイドラインについて

避難所運営ガイドラインのチェックリスト例 

項目
番号 仕事

いつ ★主担当
◎担当
○支援
を記入

指
示
し
た
か

確
認
し
た
か

協働する団体等準
備

初
動

応
急

復
旧

対策項目 災害対策本部・避難所支援班を確保する
庁内メンバー（防災、福祉、上下水道、・・・
別表○○）の選定を実施する ◎

防災担当
□□

庁外メンバー（社協、 ・・・）の選
定を実施する ◎

防災、福祉総
括担当 □□ 、ボランティア、

社会福祉協議会

避難所支援班を地域防災計画等で確立
する ◎

防災、福祉総
括担当 □□
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９
月
１
日
の
『
防
災
の
日
』
を
中
心
に
、

政
府
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
は
多

く
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
で
は
『
防
災
の
日
』
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

想
定
し
た
政
府
本
部
運
営
訓
練
を
官
邸
で
実
施
す

る
と
と
も
に
、
さ
い
た
ま
市
で
行
わ
れ
た
九
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

『
政
府
本
部
運
営
訓
練
』
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
を
想
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
て

全
閣
僚
が
参
加
し
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
会
議
と

そ
れ
に
引
き
続
い
て
の
臨
時
の
閣
議
の
訓
練
を
官

邸
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
訓
練
に
先
ん
じ
て
、
首
都
直
下
地
震
が

発
生
し
、
総
理
官
邸
周
辺
の
道
路
の
破
損
や
渋
滞

な
ど
に
よ
り
車
両
で
の
参
集
が
で
き
な
い
事
態
を

想
定
し
て
、
各
閣
僚
が
自
宅
や
自
省
庁
等
か
ら
徒

歩
で
官
邸
に
参
集
し
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
緊
急
災
害
対
策

本
部
運
営
訓
練
は
、
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
及
び

こ
れ
に
伴
う
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
８
時
25
分
か
ら
実
施

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
各

閣
僚
に
対
し
て
人
命
救
助
を
最
優
先
に
迅
速
、
的

確
に
対
応
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
後
、
三
重
県

庁
、
和
歌
山
県
庁
、
高
知
県
庁
と
の
間
で
テ
レ
ビ

会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
会
議
で
は
、
三
重
県
の
鈴
木
知
事
、
和

歌
山
県
の
仁
坂
知
事
、
高
知
県
の
尾
﨑
知
事
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
被
害
状
況
の
報
告
と
政
府
へ
の
要
請
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
各

県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
全
国
か
ら
最
大

限
の
資
源
を
注
力
す
る
こ
と
や
、
政
府
調
査
団
を

派
遣
す
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
閣
僚
か
ら
被
害
状
況
の
報
告
や
対

応
方
針
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
受
け

て
、
松
本
防
災
担
当
大
臣
か
ら
、
中
部
、
近
畿
、

四
国
、
九
州
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
政
府
調
査
団
を
派

遣
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
各
閣
僚
か
ら
異
議
な
し

と
の
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総
理
か

ら
各
閣
僚
に
対
し
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
積
極
的
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
要
請
に
対
し
て
は
情
報
の
共
有
な
ど
各

省
庁
連
携
し
て
、
迅
速
か
つ
全
面
的
に
支
援
す
る

よ
う
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
引
き
続
い
て
行
っ
た
臨
時
の
閣
議
で

は
、
災
害
緊
急
事
態
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、松
本
防
災
担
当
大
臣
立
ち
合
い
の
下
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
会
見
を
行
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

生
中
継
を
通
じ
て
、
国
民
に
対
し
て
、
政
府
の
対

応
状
況
、
対
応
方
針
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
車
に

よ
る
移
動
を
極
力
控
え
る
こ
と
、買
占
め
の
自
粛
、

正
確
な
情
報
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

『
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
』
は
、
関
東
圏
の
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平成28年度総合防災訓練

徒歩参集訓練を行う松本防災担当大臣

会見を通して国民に協力の呼びかけを行う 
安倍内閣総理大臣

高速道路上での事故救出訓練

主会場での救出救護訓練
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９
つ
の
地
方
公
共
団
体
が
、
合
同
で
防
災
訓
練
を

行
う
も
の
で
、
今
年
度
は
さ
い
た
ま
市
が
主
会
場

と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
訓
練
は
、
さ
い
た

ま
市
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
強
の
大
き
な
地

震
が
発
災
し
、
市
中
心
部
に
建
物
の
倒
壊
や
道
路

や
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
が
寸
断
し
、
多
数
の
負
傷

者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
訓
練
で
は
高
速
道
路
上
の
事
故
車

両
や
立
ち
往
生
し
た
列
車
か
ら
の
救
出
訓
練
、
多

傷
病
者
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
帰
宅
困
難
者
対
策
訓

練
、
道
路
啓
開
訓
練
等
が
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
周

辺
の
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
、
日
本
赤
十
字

病
院
（
建
設
中
）
や
大
宮
区
北
袋
１
丁
目
に
あ
る

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
（
株
）
隣
接
地
に
特
設
し
た
訓

練
主
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
府
で
は
、
こ
の
訓
練
と
連
携
し
て
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
の
視
察
と
災
害
時
に
派
遣
さ
れ
る
政

府
調
査
団
の
現
地
調
査
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
都

内
か
ら
主
会
場
内
に
仮
設
さ
れ
た
臨
時
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
へ
移
動
し
、
首
都
高
速
埼
玉
新
都
心
線
の

高
架
上
で
実
施
さ
れ
た
事
故
車
両
か
ら
の
救
出
訓

練
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
高
速
道
路
を
通
行
止
め
に
し
て

事
故
車
両
を
配
置
し
、
さ
い
た
ま
市
消
防
局
、
埼

玉
県
警
、
首
都
高
速
道
路
（
株
）
が
連
携
し
て
実

施
し
た
訓
練
で
す
。
訓
練
で
は
埼
玉
県
消
防
学
校

の
生
徒
が
負
傷
者
役
と
し
て
バ
ス
に
乗
車
し
、
部

隊
が
救
出
を
行
い
ま
し
た
。
救
出
に
は
梯
子
車
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
さ
い
た
ま

新
都
心
駅
前
で
建
設
中
の
日
本
赤
十
字
病
院

前
で
実
施
さ
れ
た
多
傷
病
者
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で
は
、
日

本
赤
十
字
病
院
前
に
整
備
さ
れ
た
広
場
を
活

用
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
救
護
所
に
お
け

る
医
療
処
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
対

象
と
し
た
負
傷
者
役
は
、
上
記
の
高
速
道

路
等
か
ら
実
際
に
搬
送
し
た
参
加
者
が
行
な

い
、
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
で
は
、
本
訓
練
を
通
じ
た
住

民
一
人
ひ
と
り
の
「
自
助
」
に
よ
る
防
災
・

減
災
意
識
の
高
揚
を
大
き
な
目
的
に
掲
げ
て

お
り
、
各
種
の
体
験
型
訓
練
や
普
及
啓
発
イ

ベ
ン
ト
が
主
会
場
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
総
理
は
、
こ
こ
で
看
護
学
生
や
高
校
生

と
共
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。最

後
に
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
来
賓
ス

タ
ン
ド
で
、
さ
い
た
ま
市
消
防
局
、
埼
玉
県

警
、
自
衛
隊
や
国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
及

び
周
辺
都
県
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
部
隊
等
が

参
加
し
た
救
出
救
護
訓
練
を
視
察
し
ま
し

た
。当

日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
訓
練
は
予

定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
会
場
に
は

多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
実
動
機
関
に
と
っ
て

は
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
す
る
場
に

な
っ
た
と
と
も
に
、
訓
練
に
参
加
し
た
一
般

の
方
々
に
と
っ
て
も
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
大
切
さ
を
意
識
す
る
良
い
場
と
な
り
ま
し

た
。〈

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
地
方
・
訓
練
担
当
〉
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AED 体験訓練に参加する安倍内閣総理大臣 政府本部運営訓練でテレビ会議を行う安倍内閣総理大臣と松本防災担当大臣
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災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
を
減
ら
し
、
人

的
・
経
済
的
損
失
や
災
害
リ
ス
ク
を

軽
減
し
て
い
く
こ
と
は
国
際
社
会
の

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
は
、

今
後
15
年
間
の
国
際
的
な
防
災
指
針
と
な
る
「
仙

台
防
災
枠
組
２
０
１
５
〜
２
０
３
０
（
仙
台
防
災

枠
組
）」
を
は
じ
め
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
や
２
０
２
０
年
以
降
の
気
候
変
動
に

関
す
る
国
際
合
意
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択

さ
れ
、
国
際
防
災
分
野
に
お
い
て
重
要
な
年
と

な
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の

基
盤
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
、
仙
台
防
災
枠

組
が
提
唱
す
る
防
災
・
減
災
の
主
流
化
や
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
組
み
込
ま
れ
た
（
注

１
）。ベ

ル
ギ
ー
の
ル
ー
ベ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
災

害
疫
学
研
究
所
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）（
注
２
）
に
よ
る

と
、
２
０
１
５
年
に
は
全
世
界
で
３
４
６
件
の
自

然
災
害
が
発
生
し
、
２
万
２
７
７
３
人
が
死
亡
、

９
８
６
０
万
人
が
被
災
、
経
済
的
損
失
額
は
６
６

５
億
米
ド
ル
に
の
ぼ
る
。
ま
た
１
９
９
５
年
か
ら

２
０
１
５
年
の
世
界
の
自
然
災
害
発
生
件
数
を
見

る
と
、
６
４
５
７
件
の
気
象
災
害
が
発
生
し
、
60

万
人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
約
41
億

人
が
被
災
し
て
い
る
（
注
３
）。
洪
水
、
暴
風
雨
、

干
ば
つ
、
熱
波
な
ど
気
象
災
害
が
90
％
を
占
め
て

い
る
（
図
１
）。

本
稿
は
、
発
生
件
数
が
高
く
、
さ
ら
に
気
候
変

動
に
よ
り
激
甚
化
す
る
傾
向
の
気
象
災
害
に
つ
い

て
、
最
近
の
洪
水
事
例
（
ス
リ
ラ
ン
カ
、
米
国
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
）
か
ら
被
害
状
況
と
政
府
の
対
応
を

紹
介
す
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ

：

洪
水
に
よ
る
災
害
（
注
４
）

２
０
１
６
年
５
月
15
日
に
発
生
し
た
非
常
に

強
い
熱
帯
暴
風
雨
ロ
ア
ヌ
が
も
た
ら
し
た
豪
雨

に
よ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
全
州
25
の
う
ち
22
州
に

お
い
て
大
規
模
な
洪
水
及
び
土
砂
崩
れ
等
が
発

生
し
、
約
42
万
人
が
被
災
、
２
０
３
人
が
死
亡

し
た
。
ま
た
家
屋
被
害
（
倒
壊
：
６
９
１
棟
、

一
部
損
壊
：
４
８
９
５
棟
）、
浸
水
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
、
土
砂
災
害
に
よ
る
道
路
の
寸
断

と
い
っ
た
被
害
も
あ
り
、
過
去
５
年
で
最
大
の

災
害
と
な
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
浸
水
地
域
や
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
丘
陵
地
域
に
軍
を
派
遣
し
、

避
難
や
救
助
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
軍
及
び

地
方
政
府
と
の
連
携
の
も
と
食
料
や
水
な
ど
の

物
資
を
配
布
し
た
。
５
月
26
日
に
は
、
保
健
省

と
防
衛
省
に
よ
り
保
健
医
療
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
各
地
の
避
難
所
を
巡
回
し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
お

洪水
49％

暴風雨
28％

地震、津波
7％

熱波 7％

干ばつ 4％
森林火災 3％ 斜面崩壊 0.3％

火山活動、噴火 2％
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世界の自然災害
図 1　1995 年～ 2015 年

世界の自然災害

2016 年 5 月 国家災害対応委員会による物資支援 
（スリランカ防災省災害管理局 提供）

2016 年 5 月　洪水の様子（スリランカ防災省災害管理局 提供）
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よ
び
感
染
症
対
策
等
を
行
っ
て
い
る
。

政
府
は
地
方
政
府
と
の
協
力
の
も
と
被
災
者

支
援
を
行
っ
た
が
、
ほ
ぼ
ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
が

被
災
し
、
政
府
の
み
で
は
充
分
な
被
災
者
支
援

が
行
え
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
を
含
む
各
国
や

国
際
機
関
等
に
対
し
て
支
援
要
請
を
出
し
た
。

日
本
を
含
む
諸
外
国
か
ら
の
救
援
物
資
支
援

や
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
被
災

者
へ
の
社
会
心
理
的
ケ
ア
、
国
際
連
合
児
童
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
に
よ
る
乳
幼
児
の
ミ
ル

ク
な
ど
の
物
資
支
援
、
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る

被
災
者
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

米
国
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

：

洪
水
に
よ
る
災
害（
注
５
）

２
０
１
６
年
８
月
12
日
か
ら
米
国
南
部
の
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

広
い
地
域
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
。
こ

の
洪
水
に
よ
り
13
人
が
死
亡
し
、
約
10
万
棟
の

家
屋
や
建
物
が
被
災
、
２
万
人
以
上
が
救
助
を

要
す
る
状
態
と
な
っ
た
。

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
知
事
は
８
月
12
日
に
非
常
事

態
宣
言
を
発
令
し
、
こ
れ
を
受
け
て
オ
バ
マ
大

統
領
は
14
日
に
災
害
事
態
宣
言
を
発
令
す
る
と

と
も
に
、連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）

に
よ
る
経
済
的
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
情
報

を
公
表
し
た
。
ま
た
16
日
ま
で
に
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
20
郡
を
非
常
災

害
地
域
に
指
定
し
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
被
災
者
の
生
活
再
建
や
、
家
屋

や
工
場
の
再
建
、
ま
た
企
業
活
動
・
行
政
活
動

の
復
旧
に
あ
た
っ
て
、
資
金
面
か
ら
の
支
援
を

行
っ
た
。
ま
た
、
現
地
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
オ
フ
ィ

ス
を
設
置
し
、
連
邦
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
調

整
官
と
州
政
府
の
調
整
官
が
連
携
し
、
災
害
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

被
害
が
拡
大
す
る
要
因
は
自
然
や
地
形
な
ど
の

地
理
的
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
の
防
災
対
策

や
財
務
・
対
応
能
力
な
ど
社
会
経
済
構
造
、
貧
困

な
ど
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

社
会
文
化
的
背
景
が
相
関
的
に
関
係
す
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
皆
無
に
す
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
防
災
・
減
災
の
取
組
み
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
失
を
減
ら
す
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

各
国
が
発
展
段
階
に
応
じ
た
災
害
対
応
力
の
強

化
や
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
事
前
対

策
へ
の
投
資
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
リ
ス
ク
の

軽
減
の
た
め
の
国
際
防
災
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

（
注
１
）「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

で
は
、
自
然
災
害
や
気
候
変
動
の
脅
威
が
指
摘
さ

れ
る
と
と
も
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
．
５
と
し
て
、「
２

０
３
０
年
ま
で
に
、
貧
困
層
や
脆
弱
な
状
況
に
あ

る
人
々
の
強
靱
性
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
構
築
し
、

気
候
変
動
に
関
連
す
る
極
端
な
気
象
現
象
や
そ
の

他
の
経
済
、
社
会
、
環
境
的
シ
ョ
ッ
ク
や
災
害
へ

の
暴
露
や
脆
弱
性
を
軽
減
す
る
。」
こ
と
が
明
記

さ
れ
た
ほ
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
．
１
と
し
て
、「
全

て
の
国
に
お
い
て
、
気
候
関
連
の
脅
威
や
自
然
災

害
へ
の
強
靱
性
と
適
応
能
力
を
強
化
す
る
」
旨
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
仙
台
防
災
枠
組

と
同
様
、
災
害
に
よ
る
死
者
数
と
被
災
者
数
の
削

減
な
ど
の
目
標
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ベ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

災
害
疫
学
研
究
所
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
で
は
、
死
者
10

人
以
上
、
被
災
者
１
０
０
人
以
上
、
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
、
国
際
支
援
要
請
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
災
害
を
対
象
と
し
て
い
る
。http://em

dat.
be/

（
注
３
）T

h
e C

en
tre for R

esearch
 on

 th
e 

Epidem
iology of D

isasters (C
R

ED
) and 

The U
nited N

ations O
ffice for D

isaster 
R

isk R
eduction (U

N
ISD

R
). T

he H
um

an 
C

o
st o

f W
eath

er R
elated

 D
isasters 

1
9

9
5

 to
 2

0
1

5

　

h
ttp

://w
w

w
.u

n
isd

r.
org/2

0
1

5
/docs/clim

atechange/C
O

P2
1

_
W

eatherD
isastersReport_2015_FIN

AL.pdf

（
注
４
）U

N
 O

ffi
ce for Coordination of H

um
an-

itarian Affairs. Sri Lanka: Floods and land-
slides Situation Report N

o. 2 (as of 26 M
ay 

2016)  http://reliefw
eb.int/sites/reliefw

eb.
int/files/resources/O

C
H

A
%

20R
O

A
P_SL_ 

Sitrep2.pdf

（
注
５
）FEM

A
. Louisiana Severe Storm

s and 
Flooding (D

R-4277)  https://w
w

w
.fem

a.
gov/disaster/4277

　
　

C
N

N
. Louisiana flood: W

orst U
S di-

saster since H
urricane Sandy, Red Cross 

says(August 19,2016)  http://edition.cnn.
com

/2016/08/18/us/louisiana-flooding/
index.htm

l

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
普
及
啓
発
・
連
携
担
当
〉
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平
成
28
年
７
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
各
府
省
庁
に
お
い
て
毎
年
恒

例
の
「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」

は
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
に
広
く
社
会
を
知
る
体
験
活
動
の
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
政
府
の
施
策
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
を
中

心
に
各
府
省
庁
な
ど
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
内
閣
府
防
災
担
当
で
も
、
中
央
合
同
庁
舎
８

号
館
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
内
閣
府
の
仕
事

を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
災
害

へ
の
備
え
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
子
ど

も
災
害
対
策
本
部
」
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

い
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

「
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、「
災
害
発
生
前
か
ら
備
蓄
し
て
お
く
べ
き

物
資
の
展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。
備
蓄
食
、
飲
料

水
な
ど
の
食
料
や
救
急
セ
ッ
ト
、
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
衛
生
関
連
用
品
な
ど
と
と
も
に
、
備
蓄
す
べ

き
も
の
の
リ
ス
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
備
蓄
食
を
手
に
取
っ
て
み
た

り
、
備
蓄
リ
ス
ト
を
入
念
に
読
み
な
が
ら
、「
災

害
に
備
え
る
た
め
色
々
と
揃
え
よ
う
と
思
っ
て
い

た
が
、
何
を
準
備
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
展
示
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」
と
い

う
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
具
の
転

倒
防
止
装
置
や
火
災
防
止
の
た
め
の
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
、
水
道
が
止
ま
っ
た
と
き
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
な
ど
の
器
具
の
展
示
も
行
い
、
そ
の
仕
組
み

に
つ
い
て
詳
し
く
質
問
す
る
参
加
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
経
済
産
業
省
、
全
国
段
ボ
ー
ル
工

業
組
合
連
合
会
の
協
力
の
も
と
、
今
年
４
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
も
活
用
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

実
際
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
に
寝
転
ん
で
い
た
だ
き

な
が
ら
「
意
外
と
頑
丈
で
驚
い
た
。
し
か
も
簡
単

に
作
れ
て
便
利
。」「
床
で
の
寝
起
き
が
つ
ら
い
高

齢
の
避
難
者
な
ど
に
良
さ
そ
う
。」
と
い
っ
た
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
熊
本
地
震
で
国
が
行
っ
た
対
応
や

被
害
の
概
要
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
そ
れ

を
興
味
深
げ
に
読
む
参
加
者
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
子
ど
も
災

害
対
策
本
部
」
は
、
事
前
に
募
集
を
行
い
、
当
選

し
た
子
ど
も
た
ち
が
「
子
ど
も
大
臣
」
に
扮
し
、

政
府
の
災
害
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す

る
も
の
で
す
。
当
日
は
河
野
太
郎
前
防
災
担
当
大

臣
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
実
際
に
使

用
す
る
災
害
対
策
本
部
会
議
室
で
本
番
さ
な
が
ら

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
募
集
で
は
定
員
の
四

倍
以
上
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、
近
年
多
数
の
災
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
に
関
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
災
害
時
に
内
閣
府
防
災
担
当
が
担
っ
て

い
る
関
係
省
庁
と
の
調
整
や
対
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
形
式
で
体
験
す
る
も
の
で
す
。
災
害
時
に

政
府
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
な
ど
、
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
に
、
映
像
を
使
用
し
な

が
ら
子
ど
も
で
も
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
子
ど
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も
災
害
対
策
本
部
で
は
平
成
27
年
に
発
生
し
た
「
平
成
27

年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
を
も
と
に
、
大
規
模
水
害
に

よ
り
負
傷
者
等
が
多
数
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

現
地
災
害
対
策
本
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
別
の
会
議
室
と

モ
ニ
タ
ー
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
、「
子
ど
も
内
閣
総
理
大
臣
」

や
「
子
ど
も
防
災
担
当
大
臣
」
な
ど
大
臣
に
な
り
き
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
被
災
の
状
況
や
支
援
の
体
制
な
ど
を
、
実

際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
と
同
じ
よ
う
に
皆
さ
ん
に
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
河
野
太
郎
前
防
災
担
当
大
臣
へ
の
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
時
に

官
邸
な
ど
が
壊
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
も
の

や「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た

日
本
の
防
災
対
策
は
十
分
か
」
と
い
っ
た
大
人
顔
負
け
の

鋭
い
質
問
や
、「
災
害
が
発
生
し
た
時
に
ま
ず
初
め
に
何

を
考
え
る
か
」
な
ど
思
わ
ず
考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
時
間
が
不
足
す
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
子
ど
も
災
害
対
策
本
部
」
の
第
二
部
で
は
防

災
教
育
と
し
て
「
地
震
の
と
き
に
身
を
守
る
ポ
ー
ズ
」
と

「
津
波
避
難
ポ
ー
ズ
」
を
子
ど
も
た
ち
に
も
実
際
に
体
を

動
か
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

内
閣
府
の
職
員
が
「
津
波
避
難
隊
」
と
し
て
掛
け
声
と
と

も
に
入
場
し
、
地
震
の
と
き
に
身
を
守
る
ポ
ー
ズ
「
ダ
ン

ゴ
虫
の
ポ
ー
ズ
」
や
津
波
避
難
ポ
ー
ズ
を
演
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
災
害
の
と
き
に
大
臣
が
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
勉
強
に
な
っ
た
。」「
津
波
避
難
隊

が
面
白
か
っ
た
」
な
ど
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
が
あ
り
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
防
災
計
画
担
当
〉

19

河野前防災担当大臣に質問する子どもみんなで津波避難のポーズ

河野前防災担当大臣との集合写真
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浅
間
山
の
噴
火

群
馬
と
長
野
の
県
境
で
い
ま
も
火
山
活
動
を
続

け
る
標
高
２
５
６
０
メ
ー
ト
ル
の
浅
間
山
。
こ
の

山
が
江
戸
時
代
の
半
ば
１
７
８
３
（
天
明
３
）
年

に
大
規
模
な
噴
火
を
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
５
月

頃
か
ら
山
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
鳴
り
、
噴
煙
が
空
高
く

上
が
り
、
火
山
灰
が
た
く
さ
ん
降
り
注
ぐ
と
、
８

月
の
は
じ
め
に
は
本
格
的
な
噴
火
が
始
ま
り
ま
す
。

火
口
か
ら
噴
き
出
し
た
高
温
の
軽
石
や
火
山
灰
が

火
砕
流
と
な
っ
て
山
の
斜
面
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
流

れ
下
り
ま
し
た
。

こ
の
噴
火
で
麓
に
あ
っ
た
鎌
原
村
は
、
熱
い
溶

岩
と
山
の
地
肌
か
ら
削
ぎ
取
ら
れ
た
岩
な
ど
が
入

り
混
じ
る
岩
な
だ
れ
の
直
撃
を
受
け
、
村
全
体
が

埋
ま
り
、
４
６
６
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

岩
な
だ
れ
は
浅
間
山
の
北
側
に
あ
る
吾
妻
川
に

入
り
大
泥
流
と
な
っ
て
村
々
を
襲
い
、
田
畑
や
家

屋
、
そ
し
て
人
々
を
飲
み
こ
ん
で
、
利
根
川
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
は
１
５
０
０
人
も

の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
亡
骸
は

江
戸
川
の
川
岸
に
ま
で
流
れ
着
い
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
空
に
高
く
舞
い
上
が
っ

た
火
山
灰
は
太
陽
の
日
差
し
を
さ
え
ぎ
っ
た
た
め
、

天
明
の
大
飢
饉
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
で
見
つ
か
っ
た

　

２
体
の
遺
骨

20

天明浅間山噴火（1783）

災害を語りつぐ 7

浅間山の麓にあった鎌原村は、1783 年の大噴火で大きな被害を受けますが、 
村人は困難を乗り越え、村を立て直しました。

よみがえった鎌原村
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１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
に
鎌
原
村
の
発
掘
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
観

音
堂
へ
続
く
15
段
の
石
段
を
掘
り
下
げ
る
と
、
そ

の
下
に
は
更
に
石
段
が
35
段
埋
も
れ
て
い
て
、
そ

の
最
下
段
の
と
こ
ろ
で
背
負
う
人
と
背
負
わ
れ
る

人
の
格
好
を
し
た
遺
骨
が
２
体
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
２
体
の
遺
骨
は
と
も
に
女
性
で
、

背
負
わ
れ
た
人
は
45
～
60
歳
、
背
負
う
人
は
30
～

50
歳
、
お
互
い
に
血
縁
関
係
が
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

当
時
、
発
掘
に
当
た
っ
た
専
門
家
や
村
の
人
た

ち
は
、
岩
な
だ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
お
嫁
さ
ん
が

お
姑
さ
ん
を
お
ぶ
っ
て
必
死
に
高
台
に
あ
る
観
音

堂
を
目
指
し
た
も
の
の
、
途
中
で
力
尽
き
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
大
き
な
災
害
に
遭
っ
て
家
族
を

失
っ
て
も
、
村
を
離
れ
て
生
き
る
こ
と
は
大
変
困

難
で
し
た
。
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は

村
を
蘇
ら
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、

お
姑
さ
ん
を
背
負
っ
て
途
中
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
に
、
そ
の
思
い
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
も
い
ま
し
た
が
、
鎌
原
村
の
生
き
残
っ
た
91
人

の
人
々
は
、
新
し
い
家
族
を
作
り
、
子
孫
を
増
や

し
て
、
村
を
立
て
直
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

苦
労
を
重
ね
た
村
人
の
結
び
つ
き
は
大
変
強
く
、

30
年
後
に
は
よ
う
や
く
家
も
畑
も
元
の
３
分
の
１

ほ
ど
ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
災
害

か
ら
立
ち
直
っ
た
経
験
か
ら
、
何
事
に
も
打
ち
克

つ
力
を
得
た
の
で
す
。

21
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千
葉
県
流
山
市
で
、
乳
幼
児

や
高
齢
者
、
外
国
籍
の
人

な
ど
、
要
配
慮
者
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
防
災
活
動

を
活
発
に
展
開
し
て
い
る
の
が
「
流

山
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
そ

の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が

れ
や
ま
」
だ
。
こ
れ
ま
で
に
子
育
て

家
庭
向
け
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク『
私

に
も
で
き
る 

防
災
・
減
災
ノ
ー
ト 

Ｉ

Ｎ 

流
山
』
の
発
行
や
、『
多
言
語
の

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
な
ど
を
製
作

し
て
き
た
。

活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
１
年
３
月
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
だ
。
流
山
市
は
、
２
０
０
５

年
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通

に
よ
っ
て
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
抜

群
に
良
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
人
口
が

増
え
て
お
り
、
特
に
子
育
て
世
代
の

若
い
家
族
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
。

「
東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、
東
京

で
働
く
夫
は
家
に
帰
り
着
く
こ
と
が

で
き
ず
、
不
安
な
夜
を
子
ど
も
と
一

緒
に
過
ご
し
、『
自
分
が
子
ど
も
の
命

を
守
ら
な
け
れ
ば
』
と
強
く
思
っ
た

母
親
た
ち
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
ん
な
一
人
で
し
た
」
と
話
す

の
は
、「
流
山
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表
の
青
木
八
重
子
さ
ん
。
し
か
し
、

い
ざ
防
災
の
準
備
を
と
思
っ
て
も
何

か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
ん
な
人
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。そ

こ
で
「
流
山
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
で
勉
強
会
を
開

い
た
り
、
講
習
会
に
出
か
け
る
な
ど

し
て
、
一
か
ら
防
災
・
減
災
へ
の
取

り
組
み
を
学
び
、
さ
ら
に
は
体
験
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
て
、

子
育
て
世
代
が
災
害
時
に
ど
の
よ
う

な
点
に
不
安
を
感
じ
る
の
か
を
理
解

し
て
ニ
ー
ズ
を
探
っ
た
。

外
部
か
ら
は
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

つ
く
っ
て
も
ど
う
せ
捨
て
ら
れ
る
だ

け
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も

聞
か
れ
た
た
め
、
そ
れ
な
ら
何
度
も

読
み
返
し
な
が
ら
長
く
使
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
を
目
指
そ
う
と
奮
起
し
、

各
家
族
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と

が
で
き
る
ノ
ー
ト
形
式
を
取
り
入
れ
、

家
族
写
真
を
貼
っ
た
り
、
家
族
の
状

況
を
メ
モ
し
た
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
た
『
私
に
も
で
き
る 

防
災
・
減

災
ノ
ー
ト 

Ｉ
Ｎ 

流
山
』
を
完
成
さ
せ

た
。
手
に
し
た
人
か
ら
は
「
子
育
て

し
て
い
る
家
庭
に
特
化
し
て
い
る
の

で
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
て
読
み

や
す
い
」
と
評
判
を
得
、
初
版
の
２

０
０
０
部
は
す
べ
て
完
売
し
、
さ
ら

に
増
刷
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ま
と
め
た
防
災
知
識
を
実

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

人
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
防
災

千
葉
県
の
「
流
山
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま
」
は
、

男
女
共
同
参
画
と
要
配
慮
者
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

第28回

市民まつりで人工呼吸を指導 市民まつりで開催した防災クイズには多くの親子が参加した
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際
に
経
験
し
た
り
学
べ
る
機
会
を
つ

く
ろ
う
と
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「
防

災
寺
子
屋ｓ
ｏ
ｌｅ
（
そ
ー
れ
）
！
」

を
立
ち
上
げ
、
啓
発
活
動
も
行
っ
て

い
る
。

そ
こ
で
気
づ
い
た
の
は
、
高
齢
者

も
乳
幼
児
も
生
活
環
境
が
似
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
固
い
も
の
が
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
や
わ
ら
か
な
食

事
が
必
要
だ
っ
た
り
、
オ
ム
ツ
を
つ

け
て
い
た
り
、
ほ
か
の
人
の
手
が
な

け
れ
ば
ひ
と
り
で
は
逃
げ
ら
れ
な

か
っ
た
り
と
共
通
項
が
多
い
。
そ
れ

な
ら
子
育
て
世
代
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
に
対
し
て
も
自
分
た
ち
の
知
識

を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

と
、
寺
子
屋
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
地

域
で
暮
ら
す
外
国
人
に
も
目
を
向
け

た
。東
日
本
大
震
災
の
際
に
は「
津
波
」

や
「
避
難
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
外
国
人
が
多
く
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
地
震
を
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、

外
国
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る「
防

災
・
減
災
ノ
ー
ト
」
づ
く
り
に
着
手

し
た
。

「
最
初
は
、
外
国
人
イ
コ
ー
ル
英
語

と
い
う
単
純
な
思
い
込
み
が
あ
っ
た

の
で
『
防
災
・
減
災
ノ
ー
ト
』
の
一

部
を
英
訳
し
て
地
域
の
国
際
交
流
協

会
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
そ
こ
に
は
英
語
を
読
め
る
外
国
人

は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
」

と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や

ま
」
の
山
口
文
代
代
表
は
振
り
返
る
。

南
米
・
中
国
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が

学
ん
で
い
る
の
は
日
本
語
。
そ
こ
で
、

わ
か
り
や
す
い
日
本
語
に
、
英
語
と

中
国
語
の
対
訳
を
つ
け
た
『
他
言
語

の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
つ
く
っ

た
。こ

う
し
た
着
実
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
今
年
、
防
災
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
。

「
自
分
の
暮
ら
し
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
、
各
方
面
の
方
々
に
認
め
て

い
た
だ
い
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
要
配
慮
者
が
、
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
準
備
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、

さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
の
防
災
方
針
に

要
配
慮
者
の
目
線
を
取
り
入
れ
て
も

ら
お
う
と
意
見
す
る
こ
と
で
、
要
配

慮
者
自
身
に
力
が
湧
い
て
き
た
り
も

し
ま
す
。
私
は
『
防
災
は
人
を
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
』
の
だ
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
」
と
青
木
さ
ん
。
活

動
を
き
っ
か
け
に
し
て
「
流
山
子
育

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
は
市
の
防

災
委
員
と
な
る
人
が
出
る
な
ど
、
メ

ン
バ
ー
の
活
動
は
さ
ら
に
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。

〈
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
普
及
啓
発
・

連
携
担
当
〉

（
写
真 

提
供　

N
P
O
法
人

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま
）

23

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、FAX にてお寄せください。
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http://www.bousai.go.jp/kouhou/
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『ぼうさい』冬号は平成 28 年 12 月発行の予
定です。

編集後記
気象庁の統計開始以来初となる東北地方太

平洋側への台風上陸など、今年は勢力の強い
台風が次々と発生し、例年より多く上陸しま
した。また、台風に限らず近年では全国各地
で集中豪雨が発生し、河川の氾濫や土砂災害
などの被害が多く発生しています。

今号では気象情報や避難情報について特集
しています。各種気象情報の内容や発表され
た際にとるべき行動について確認し、いざと
いう時に適切な避難行動がとれるよう日頃か
ら準備しておきましょう。
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